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Table I. The Ikbye parameters, fOD (n )L of each

atom at the ∑-ll tllt tx)tndary and of bulk atom

ln gold

Atomic Sites �<�<�ふ"��♂(-1) 簸B����CD(2) 

A ��釘┫��180(K) ��sR┫��176(K) 

B �#�"�203 �#�b�222 

C �#�B�207 �#���211 

D �#3��224 �##r�228 

E ��湯�216 �#���219 

F �#3��224 �##2�225 

Bulk �##r�217 �#�r�218 

･以〝,-iJ.Wmax wn a(u) dw　(ll)

oD(n)-芝[誓･くwn,]1'n　(12)

ここで<wn>は角振動数Wのn次のモーメント,有

はブランク定数をh　とすると　h/27T. kBはボルツマン

定数である. (12)式で定義されるfOD(n))はもしスペ

クトルがデパイ型をしているものであればn　によらず

一定で.デバイ温度をあたえるものであり,その不一致

度はデパイ型からのズレを表すものと考えられる･デバ

イパラメーターはメスバウアー効果から二次ドップラー

シフトと無反眺分率の低温および高温近似式よりデバイ

近似を使うことなく測定できる.この計算で得られた金

∑-11対応粒界における各原子のデバイパラメーター

fcD(n))をTable lに示した.各原子のfeD(n))はメ

スバウ7-不純物の感じるものに相当する. A原子のデ

バイパラメーターは共鳴モードを持つためにβ∂(-2)が

CD(ll)よりも14(K)大きくなっている･またCD(-2)

はバルクに比べ15 %減少している. A～F原子のββ(-2)

の平均をとると211 (K)でバルクに比べ約7%低い.金

の粒界のメスバウアー測定はまだないが,銀[100]ねじ

り粒界の∑-5対応粒界に119mSn　を偏析させてメスバ

ウアー測定したもの9)がある.その結果ではeD(-2)が

バルクに比べ約10%減少しており,銀∑-5ねじり粒界

に錫不純物が偏析した場合の結果ではあるが,本研究の

結果とよく似ている.
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